
　
　先日、長嶋茂雄さんご逝去の報に接し、心
よりご冥福をお祈り申し上げます。名選手・
名監督として多くの人々に夢と希望を与え続
けた長嶋さんですが、2004年に脳梗塞を発症
されたことは、多くの方の記憶に残っている
ことでしょう。突然の病はご本人にとっても
ご家族にとっても大きな出来事であり、同時
に私たちに健康の大切さを改めて考えるきっ
かけとなりました。
　脳梗塞とは、脳の血管が血の塊(血栓)で詰
まり、血液が届かなくなった脳の細胞が障害
を受ける病気です。その大きな原因の1つに

｢心房細動｣という不整脈があります。心房細
動では心臓のリズムが乱れ、心房の中に血液
がよどんでしまいます。その結果、血栓がで
きやすくなり、これが血流に乗って脳の血管
を詰まらせると脳梗塞を引き起こすのです。
心房細動のある方は、ない方に比べて脳梗塞
を発症する危険が約5倍に高まるとされます。
しかもこのタイプの脳梗塞は重症化しやす
く、命に関わったり、まひなどの後遺症が残
ることも少なくありません。そのような心房
細動は年齢とともに罹患率が上昇し、40歳代
で0.5％以下ですが、60歳代で約2％、80歳代

では8％に達すると言われています。したがっ
て、早期発見と早期治療が重要です。
　予防で最も大切なのは、血液を固まりにく
くする｢抗凝固薬｣の内服です。これにより血
栓ができにくくなり、脳梗塞の危険性を大き
く減らすことができます。加えて、脈を整え
る薬やカテーテル治療による根本的な治療も
進んでいます。さらに近年では、Apple 
Watchなどのウェアラブル機器が心房細動を
検知する例も増えており、早期発見の助けと
なっています。
　心房細動は自覚症状が乏しいまま進行する
ことも少なくありません。動悸や息切れ、脈
の不規則さを感じたときには｢年のせい｣と思
わず、早めに循環器内科を受診してくださ
い。長嶋さんのご生涯をしのびつつ、私たち
も心房細動と脳梗塞の関わりを知り、日々の
健康管理に役立てていただければ幸いです。
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郵送・ファクス・メールで申し込む際の必須事項(往復はがきは返信面の表面に返信用の宛先も)
①催しなどの名称　②申し込む方の郵便番号・住所　③氏名(ふりがな)　④電話番号

申込方法は各記事
をご確認ください

　帯状疱疹ワクチンには、2回の接種が必要な不活化ワクチン(シングリックス)と生
ワクチン(ビケン)があり、どちらかを選択して接種します。不活化ワクチン(シング
リックス)を希望される方は、1回目を令和8年1月末までに接種する必要がありま
す。お早めの接種をお願いします。

無料券発行手続き

必要なもの
申請書(下記申請場所で配布、または市ホームページ
よりダウンロード可能)、申請者もしくは代理人の本
人確認書類(マイナンバーカードや資格確認証等)、
委任状(同一世帯以外の方が申請される場合に限る)

市民税非課税世帯の方が対象

申請場所
健康づくり推進課(保健センター)、市役所なんでも
相談窓口(エントランス棟1階)、北部・南部出張所、
各地区センター　　　
＊無料券はおおむね2週間後に郵送
＊健康づくり推進課(越谷市保健センター)では、
　当日発行可能

令和8年3月31日㈫まで

越谷市に住民票を有し、次の①～③のいずれかに該当する方。①年度内に65
歳を迎える　②60歳以上65歳未満で、ヒト免疫不全ウイルスによる自己免疫
に障害があり身体障害者手帳1級を持っている、またはそれと同等で医師の診
断書がある　③令和7年度から11年度までの5年間の経過措置として、その年
度内に70・75・80・85・90・95・100 歳になる
＊100 歳以上の方は、令和7年度に限り全員対象
＊①・③の対象の方には、3月下旬に個別通知を発送済み

不活化ワクチン(シングリックス)1万2,000円(1回)、生ワクチン(ビケン)4,000円
次のいずれかに該当する方は、無料です。①市民税非課税世帯(事前に無料
券発行手続きが必要、右記参照)　②生活保護世帯(医療機関の窓口で｢受給
証｣の提示が必要)　③中国残留邦人等支援給付制度適用(医療機関の窓口で
｢本人確認証｣の提示が必要)

個別通知に同封している受診券・予診票、本人確認書類(マイナンバーカード
等住所を確認できるもの)

実施医療機関へ予約
＊市外で接種希望の方は事前手続きが必要。市ホームページをご確認のう
え、健康づくり推進課(保健センター)までご連絡ください
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｢歯を悪くしてしまう第三の要因！？｣

　歯はどうして悪くなってしまうのでしょう
か？　皆さんがご存知のように虫歯や歯周病
で歯は悪くなってしまいますが、実はさらに
別の要因でも歯は悪くなってしまいます。
　その要因とは｢力｣です。13歳頃を目安にす
べての歯が永久歯に生え変わり、一生涯その
歯を使いますがそこには毎日たくさんの力が
加わります。ご飯を食べるときはもちろん、
部活やジムで歯を食いしばったり、睡眠時に
歯ぎしりや食いしばりをしていたりします。
これにより歯は徐々にすり減り、亀裂が入っ
ていきます。
　私達の目ではほとんど分からない程度のす

り減りや亀裂ですが、そこから細菌が入るこ
とで虫歯になってしまうことがあります。私
は診療中に患者さんから｢頑張って歯磨きをし
ているのになんで虫歯になってしまうのです
か？｣と質問を受けることがありますが、その
時の回答の一つとして力が関係していること
をお伝えしています。
　では、力を予防することはできるのでしょ
うか？
　歯にかかる力をすべて無くすということは
難しいことだと思います。人の歯は永久歯に
生え変わってから80年90年と使うものですの
で、少しずつすり減っていくことは間違いな

いでしょう。そのすり減りを少しでも減らす
ためにマウスピースを使ってもらうことが大
事だと考えています。また、極力歯を削らな
いことも重要です。虫歯で削った歯は脆く
なってしまうため、力がかかることにより欠
けてしまうことがあるからです。
　この様に力に対しての対応は極力歯を削ら
ず、マウスピースにて保護する。これが重要
だと考えております。
　皆さん、ご自身の歯をよく観察してみてく
ださい。歯がすり減っていると感じた方はぜ
ひ一度、歯科医院でマウスピースを作ってみ
てはいかがでしょうか。また、歯を極力削ら
ないためにも、日頃から歯科医院へ検診に行
くことをおすすめいたします。
　｢力｣から歯を守り、より良い生活をお過ご
しいただければと思います。

高齢者帯状疱疹予防接種実施中！
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